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データ連携SWGの位置づけ
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 データ流通促進ＷＧにおいて、データ流通プラットフォーム構築に関するルール整備等の議
論が行われ、データ流通市場の立ち上げに向けた機運が高まっている。そのため、データ
を収集、提供するデータ流通プラットフォーム、あるいは相互に連携して、データ流通を促進
するために必要な役割、機能、ルール等について検討。

IoT推進コンソーシアム

データ流通促進WG

サブワーキンググループ

カメラ画像利活用SWG データ連携SWG

座長：柴崎亮介 東京大学
空間情報科学研究センター教授
■検討内容
・データ連携のコンセプト
（データ流通ハブの役割など）
・データカタログ（メタデータ）の仕様
・AＰＩの開放



設立背景（１）データホルダーの、保有データ利活用意欲の向上
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 各事業者が所有データを外部と連携し、何らかの価値に繋げようという取組が増えている。

ＲＥＳＡＳ
産業構造や人の流れ等の官民ビッグデータを集約、可視化

Ｇ空間情報センター
位置情報とそれに紐づけられたデータを公開、販売

モバイル空間統計
携帯電話からのデータを集計した統計データを販売

さくらインターネット
IoTプラットフォーム上のデータを、他サービスに連携

出典：各社公開資料等



設立背景（２）民間事業者による、データ流通プラットフォーム事業の立ち上がり
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オムロン株式会社
リアルタイムでセンサー・データの流通を可能にするシステム

エブリセンスジャパン株式会社
データ保有者とデータ利用者の取引成立を仲介するシステム

データエクスチェンジ コンソーシアム

出典：各社公開資料等

企業間でのビッグデータ利活用を目指した提携・連携

日本データ取引所

 データ流通プラットフォームを構築する民間企業の取組が立ち上がり始めた。



データ流通プラットフォーム事業例(1)エブリセンスジャパン
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データ流通プラットフォーム事業例(1)エブリセンスジャパン
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データ流通プラットフォーム事業例(2)オムロン株式会社

7Copyright (C) 2017 Mitsubishi Research Institute.Inc. 出所：オムロン資料
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様々な企業／業界を越えてセンシングデータが自由に活用される世界

オムロンが究極的に目指す「理想の姿」

…

センサ センサ センサ センサ センサ センサ センサ センサ センサ

A社 B社 C社 H社 I社 J社 P社 Q社 R社

橋梁
メンテ
アプリ

〃 〃
精密
農業
アプリ

〃 〃
デジタル
ヘルス
アプリ

〃 〃

データ データ

センサ センサ センサ

X社 Y社 Z社

予兆
管理
アプリ

〃 〃

データデータ

生産システムヘルスケア農 業インフラ管理

データ データ データ データ データ データ データ データ

必要なユーザが、必要な時に必要なセンシングデータを引き出せる仕組み：『SDTM』

注：SDTMはSensing Data Trading Marketの略



データ流通プラットフォーム事業例(2)オムロン株式会社
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【ステップ②】 PF間を連携した流通市場

提供者

サービス
P/F

（X）

同 上
（フォーマットX）

…

サービス
P/F

（A）

利用者

同 上

連携
流通市場

データ提供リスト

流通カタログに
よるマッチング

データ購入リクエスト

マッチングしたデータ



データ流通プラットフォーム事業例(3)データエクスチェンジ コンソーシアム
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データ流通プラットフォーム事業例(3)データエクスチェンジ コンソーシアム
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データ連携SWGの目的

 現状の課題

エブリセンスジャパン、オムロン、データエクスチェンジコンソーシアム等、「データ流通プラット
フォーム」構築を目指す事業者が現れているが、限定された領域でのデータ流通・利活用とな
っている。そのため、データを利用したい事業者（＝データ利用者）は、様々なデータ流通プラッ
トフォームやデータホルダーの中から利用したいデータを見つける必要があり、下記の点が問
題となっている。

① プラットフォームが散在しており、適切なプラットフォームを選択しなければならない。

② 各プラットフォームで登録されているメタデータの形式（＝データカタログの形式）など
が異なるため、利用したいデータの検索が負担である。

③ 提供したデータの流通・利活用が広がっていないため、データ提供者がデータを提供
するインセンティブがつながらない。 等

 目的

データ流通プラットフォーム構築・運用を目指す事業者、又はプラットフォーム間が相互に連
携することで、データ流通・利活用の促進が期待される。本ＳＷＧでは、データ提供事業者への
市場参加を促しつつ、データ流通プラットフォームやデータホルダーの連携における最低限の
ルール（≒ガイドブック仮）を定める事を想定。

 データ流通プラットフォームやデータホルダーの連携によるデータ流通市場の在り方を整
理

 プラットフォームの連携を可能とする仕組み（データ流通ハブ）に必要な機能などを整理
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データ連携における「ハブ」の必要性
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 データ流通事業者、データホルダー等の間で、データの照会、流通を相互に行う仕組み（ハブ）
が必要。

 「ハブ」の実現には、データカタログの形式と、事業者間のAＰＩ開放等の合意形成が必要。

 データ利用者は、「データ流通ハブ」が持つカタログや検索機能等により必要なデータの入手先
を知り、要望を出したデータを入手、活用することが可能。

データ流通事業者

データホルダー

データ流通ハブ

データホルダー

データ提供者
(個人・法人)

データ利用者
(個人・法人)

(1)照会
（リスト閲覧）

(2)カタログ提示

(3)データ所有者提示
データ

データ

データ

データ利用者
(個人・法人)

データ流通事業者

データ

(4)データ流通

カタログ

検索機能

信頼性
評価

・・・

(0)カタログ登録



データ連携SWGが目指すべきデータ流通市場の在り方
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検索機能

データカタログ

データ流通ハブ

信頼性評価

利用側
システム

提供側
システム

センサ

データ流通
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏ4

スマホ
アプリ

センサ

データ流通プラットフォーム
/大手SIer

利用側サーバ

利用側
システム

スマホ
アプリセンサ

データ流通
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏ3

提供側
システム

センサ

PDS

データ流通
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏ１

提供側
システム

センサ

サービス
アプリ

データ流通
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏ2提供側

システム
センサ

自社データ保有企業

サービス
アプリ

スマホサービス

スマホサービス

利用側サーバ

データ流通事業者
/ベンチャ企業

 「データ連携ハブ」によりデータ流通プラットフォーム間で連携し、データが相互に活用される。

 「データ連携ハブ」は、データホルダー型などの各データ流通モデルとの相互連携が可能。



本SWGのアウトプットについて
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 本SWGでは、データ連携の在り方に関するガイドブック（仮）を作成する。ガイドブック（仮）は、
データ流通ハブに最低限必要となる機能やデータカタログの在り方等を記載したものである。

 ガイドブック（仮）の構成は、以下を想定。

1. 背景・経緯

2. 検討目的・スコープ

3. データ流通プラットフォームの連携に向けて

1. データ流通ハブの定義／要件／課題

・データ流通ハブの必要性（データ提供者、データ利用者のニーズ整理）

・データ流通ハブが有する機能の整理

2. データカタログ（メタデータ）の在り方

・データカタログ（メタデータ）の必要性

・データカタログ整備、標準化（共通化すべきメタデータ）

3. APIの在り方

・システム間連携／APIの重要性、

・データ流通ハブにおいて必要なAPIの在り方

4. データ流通市場の活性化の方策／ロードマップ

・協調領域／競争領域の整理、共通に目指すべき目標

・実証を通じて検証・検討すべき項目



データ連携SWGの進め方

第１回 （２月１６日）

 本SWGの位置づけ、進め方について

 データ連携・データ流通市場の在り方

 データ連携ハブに求められる機能

 データ連携に必要な機能、データカタログ・メタデータ・APIの必要性

第２回 （３月１５日）

 前回のご指摘を踏まえた論点整理

 データカタログ・メタデータ・API等に関する連携の進め方について
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 ＳＷＧでは、有識者、データ流通PF、データホルダー、データ利用者が議論に参加を促しつつ、
最低限のルール・指針についてコンセンサスを得る事を想定。

 ただし、データ流通事業者各社のビジネスモデルについては主要な議題とはしない。



本日の進行について

1. データ流通事業者、データホルダ間での連携

1. 各社資料を参照しながら、流通事業者のニーズや課題、連携のあり方

2. データ利用者、データ提供者が課題と考えている点

3. 連携に必要な機能、データ流通ハブの仕組み、あり方

2. データ流通ハブが保有するデータカタログ、メタデータ項目のあり方

1. 既存事例を参考にした議論

2. 標準化・共通化すべきメタデータ項目

3. データ流通事業者内外でのデータ連携するための仕組み

1. 既存事例を参考にした議論

2. APIを通じて利用ニーズのある機能

4. 座長によるまとめ
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 利用者のニーズに基づいて、データ流通事業者、データホルダーに対する最低限のルールや
指針、連携の必要性、連携方法について議論を行う。

 第2回までに本日の意見を集約、整理し、ガイドブック（仮）としてまとめる。


